
153

辮灘蕊

写真1 巻積雲中に形成された雲の穴1．2004年5月15
日午前9時25分（日本時問），横浜市青葉区美し

が丘1丁目（北緯35度34分55．0秒，東経139度33

分13．2秒）にて撮影．35mmフィルム35mmレ
ンズを使用．

写真2 巻積雲中に形成された雲の穴2．2004年5月15
日午前9時45分（日本時間）撮影（撮影場所は

写真1に同じ）．使用カメラはデジタルカメラ

で，35mmフィルム換算で38mmレンズに相
当．
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2004年5月15日午前9時（日本時問）館野のエマ
グラム．Tは気温，Tdは露点温度，Vは風速，矢
羽根は上を北とした風向である．
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巻積雲に出来た雲の穴＊

和　田　光　明＊＊・小　池　克　征＊＊

　2004年5月15日9時25分（日本時間）に，写真1に

示した，巻積雲に出来た羽毛状の雲を伴う雲の穴を南

西象限で撮影した．撮影場所は横浜市青葉区美しが丘

1丁目である．国土地理院2万5千分の1地図から求
めた撮影地点の概略緯度経度は，北緯35度34分55．0秒，

東経139度33分13．2秒である．この写真の右上隅にも雲

の穴が見られ，この他にも雲の穴は複数あった．写真

2は写真1中央にあった雲の穴が移動したもので，撮

影時刻は9時45分である．カメラを構えた向きのため

雲の穴の向きが変わって見えるが，穴の形状はほとん

ど変わっていないことがわかる．移動方向は北東で，

10時過ぎには巻積雲自体も消滅していた．

　この雲を撮影した日の気圧配置は，関東の東海上に

中心を持つ高気圧が日本付近を覆っていた．第1図は

2003年5月15日9時館野のエマグラムである．350

hPa付近に湿潤層があり，それより下層は850hPa付

近まで非常に乾燥している．350hPa付近の湿潤層か

ら上層ではやや湿った層となっている．湿潤層付近

は一270C前後で，温度減率は上下の層よりも小さく

なっている．参考文献の例ではいずれも穴ができた雲

の種類は高積雲が多い（篠原・山口，1960；Hobbs，

1985；海老沢，1987；庄山，1987；半田・正木，1989）

が，今回の例では穴が形成された雲はこの湿潤層に対

応していると考えられ，湿潤層の高度から巻積雲に出

来た雲の穴と判断した．また，雲の穴の中に見られる

羽毛状の雲は，形状から氷で出来ていると判断した．

　写真1の雲の穴は画像上で長軸は21度，短軸は9度

であり仰角は55度である．写真2では雲の穴の長軸が

31度，短軸が14度であり，仰角は80度である．巻積雲

が出来た高度を館野の高層観測データから湿潤層があ

る8．3kmとすると，写真1の雲の穴の長軸は3．8km

で短軸は1．7kmとなり，写真2では長軸が4．6kmで，

短軸は2．1kmとなる．雲の穴は，大きくな』りながら移

動したことがわかる．
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　氷の飽和水蒸気圧が水に対する飽和水蒸気圧よりも

小さいために，過冷却水適と適当な数の氷晶が混在す

ると，水滴が蒸発して氷晶が大きく成長する．雲の穴

の成因は，航空機などにより人為的に発生した氷晶や

穴が形成された雲よりも上層で発生した氷晶の昇華成

長によって，過冷却水滴の雲粒が蒸発するために雲に

穴が開き，穴の中に氷晶による雲が形成されるという

のが有力である．

　旧ソ連邦上空での水雲・混合雲・氷雲の観測割合に

よると，一28～一300Cでは水雲の割合は約6％，混合雲

は約25％，氷雲は約69％となっている（Matveev，

1989）．一般に巻積雲は過冷却の水滴か氷晶またはその

混在からなると考えられている（日本気象学会編，

1998）が，この温度では氷雲となる可能性が高い．こ

れらの写真の巻積雲の雲粒子は過冷却水滴であると考

えられ，比較的珍しい巻積雲からの氷晶の成長により

発生した雲の穴と考えられる．

　ご助言を頂いた査読者に感謝致します．館野のエマ

グラムは気象庁提供資料より作成しました．
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